
平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

(都市計画課）

11,974 11,974

(都市計画課）

618 618

(都市計画課）

2,280 2,280

(都市計画課）

37,050 37,050

(都市計画課）

150,000 62,300 87,700

(都市計画課）

12,810 800 12,010

(都市計画課）

38,288 38,288

県街路整備事業地元負担金
県が施工する県道整備工事に係る倉吉市の負担金で、整備をすることにより、市街地の交通渋滞の
解消や活力ある地域ずくりを推進する。

各道路改良期成会等負担金
国・県及びその他の関係機関に対し、要望活動を行い、国・県道の早期改良等整備促進を図り、活力
ある地域づくりを推進する。

県道路整備事業地元負担金
県が施工する県道整備工事に係る倉吉市の負担金で、整備をすることにより活力ある地域づくりを推
進する。

道路整備の促進を目的とし、国・県及びその他の関係機関に対して要望活動を行う。又、各期成会等
の総会、全国大会に参加する。
倉吉都市計画地形図修正業務
合併に伴う倉吉市と関金町との合成図の作成、及びH 8以降整備されたおもな地域の地図修正を行
う。

市道上井海田東町線道路改良
駅北区画整理事業等に伴い、一段と駅周辺の交通量の増加が予想され、これの解消を図ることを目
的とする。

道路・水路等の公共物とその土地に接する民有地の境界確定
土地所有者の申請により、その土地に関係する方々と現地立会し境界を確定する。
又、それらの調査の際に判明した未登記道路等の処理を行う。

道路法による、認定市道台帳等の整備
市道認定による新規作成及び修正等の道路台帳修正業務を委託し、適正な道路管理を行う。

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

県道改良事業地元
負担金

都市計画総務

緊急地方道路整備
事業

県街路改良事業地
元負担金

境界確定事業

土木総務

道路橋梁総務

事　業　名

担当課要求額
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

(都市計画課）

55,391 18 257 55,116

(都市計画課）

4,209 4,209

(都市計画課）

2,848 2,848

(都市計画課）

14,422 1,412 13,010

(都市計画課）

5,983 5,983

(都市計画課）

1,036 1,036

(都市計画課）

4,255 4,255

地域の文化自然環境を活用した地域性豊かな公園の維持管理を行い、地域の方々が憩い、親しめ、
ふれあえる場所を提供するもの。

プロムナード広場や駅前エントランス広場の良好な都市景観を維持管理し、市民や観光客が潤える空
間を維持する。

周辺地域住民の方々がふれあえる公園として、維持管理を行うもの。

整備された景観の保全と、都市生活にゆとりと潤いを与え、又、災害時の避難場所としての機能を有し
た公園の維持管理を行うもの。

低年齢層の児童を対象として、児童を心身ともに健やかに育成するために、維持管理を行うもの。

打吹公園の景観の保全・創造につとめ、市民の方々が憩い、親しみ、ふれあえる空間を維持する。

市民の方や　、増加する観光客が利用しやすい公衆トイレの維持管理を行う。

関金公園等管理事
業

都市公園外管理事
業

児童遊園地管理事
業

打吹公園管理事業

トイレ管理事業

まちづくり管理事業

街区公園外管理事
業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

(都市計画課）

341,164 18 62,300 2,469 276,377

(建設課）

692 692

(建設課）

6,171 6,171

(建設課）

17,118 907 16,211

(建設課）

105,998 105,998

(建設課）

67,805 67,805

(建設課）

24,800 23,300 1,500

通学路の安全確保、生活環境の向上等を図るため、早急に道路改良、側溝整備等が必要な市道の
整備を行う。

夜間における地域住民の安全を確保するため、自治公民館が設置し維持管理を行う防犯街灯につい
て補助を行う。また、市管理の街灯について維持（電気代）費及び修繕費。

市道の陥没補修や舗装補修など、市民生活に身近な路面の補修を、日常的に行うことにより通行を
確保する。

狭隘な地区道路の拡幅改良等を行うことにより、より利便性の高い道路機能の向上を図る。

市内主要道路の除雪を実施することにより、冬期道路の安全確保を図る。そのために除雪対象路線
についての業者委託料、除雪車の維持修繕料、融雪装置維持管理委託料の手数料などを計上し除
雪事業に取り組み市民の円滑な交通確保を図る。

建設行政の推進（治水砂防や河川の整備）を図るため、関係機関への要望活動を展開するための旅
費等。

臨時地方道整備事
業

道路橋梁総務

道路維持事業

除雪対策事業

一般道路新設改良
事業

土木総務費

小計
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

(建設課）

242,200 100,500 141,700

(建設課）

11,800 5,900 4,400 1,500

(建設課）

26,448 26,448

(建設課）

2,558 2,558

(建設課）

29,179 2,493 26,686

(建設課）

36,300 34,400 1,900

(建設課）

619 619

自然災害に備え、避難所への交通アクセスの確保を図る。

道路交通網の充実を図るため、地元共同施行で橋梁の改良・塗装整備したものに対する地元負担軽
減のための市負担金。

快適な生活基盤の確立を図るため、河川及び水路の維持補修を行う。

住民の安全で快適な生活基盤の確立を図るため、既設河川の改修を図る。

台風や大雨がもたらす被害を少しでも小さなものにとどめるためには、必要な情報を確実に入手し分
析する必要があり、そのため、「河川情報サービス」から雨量・水位等の情報提供を得て、防災情報と
して活用する。

歩行者、自動車等の安全を図るため、橋梁保守点検及び維持修繕工事。

公共施設整備等に併せ、住民の安全で快適な生活基盤の確保を図るため、交通網等の整備を行う。

臨時河川等整備事
業

一般橋梁新設改良
事業

河川総務及び維持

河川情報事業

地方道路交付金事
業（地方道路整備
臨時交付金）

地方改善施設等整
備事業

橋梁維持補修事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

(建設課）

17,000 11,200 5,666 134

(建設課）

1,431 1,431

(建設課）

11,000 6,670 3,300 1,030

(建設課）

1,000 1,000

(建設課）

602,119 15,970 177,100 5,666 403,383

（下水道課）

1,374,126 1,374,126

（建築課）

9,384 3,150 1,909 4,325

建築確認申請審査及び住宅金融公庫融資にかかる設計・工事審査（確認申請見込　150件）
地震に強いまちづくりを進める経費の補助制度
市内建築物ののまちづくり指導

公共土木施設災害（道路・河川）において、被災施設の復旧工事が補助事業となる工事。

公共土木施設災害（道路・河川）において、被災施設が小規模で補助事業対象外の復旧工事。

概要：一般会計から特別会計への繰出金の管理を行う。
対象：公共下水道整備事業
意図：公共下水道事業の円滑な運営を図る。

人家周辺のがけ崩れ災害が発生する危険性の高い家屋を、災害から未然に防止するための工事を
県が施工し、その事業費の一部を地元負担金として市が支出する。

土嚢袋・ロープなど災害発生時の応急処置に必要な機材を備蓄する。

急傾斜地崩壊対策
事業

水防対策事業

公共土木施設補助
災害事業

公共土木施設単独
災害事業

小計

建築指導事業

下水道事業特別会
計繰出金
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（建築課）

4,500 2,250 2,250

（建築課）

25,772 46,039 82,900 △ 103,167

（建築課）

2,016 2,016 0

（建築課）

890 890 0

（建築課）

378 378 0

（建築課）

445 445 0

（建築課）

7,000 3,500 3,500

改良住宅（福吉町２丁目　20戸・中河原2 　４戸）の適正な維持管理

平成14年に買い上げた余戸谷町住宅（旧NTT）の適正な維持管理

特定公共賃貸住宅（鴨川町・12戸）の適正な維持管理

まちなみ環境整備計画の策定（整備方針に基づく）
八橋往来のまちなみ修景
地域の活性化に寄与・・・地域の存続

建物の歴史的景観を保全・修繕にかかる経費の補助制度
＜対象＞瀬崎町　松島邸
県費補助
景観形成とまちなみ保全に＝まちの活性化に寄与

市営住宅（倉吉市 329戸・関金町171戸）の適正な維持管理

県より管理委託を受けている県営住宅（８団地　75戸）の適正な維持管理
　県営住宅管理費委託料による

改良住宅維持管理
事業

市単独住宅維持管
理事業

倉吉打吹地区街な
み環境整備事業

特定公共賃貸住宅
維持管理事業

県営住宅維持管理
事業

公営住宅維持管理
事業

ふるさとまちなみ建
物支援事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（建築課）

8,840 8,840

（建築課）

461,051 186,400 266,800 7,851

（建築課）

64,400 29,593 29,500 5,307

（建築課）

7,000 3,500 3,500

（建築課）

591,676 276,448 296,300 86,522 △ 67,594

（駅周辺整備事務所）

139,900 139,900

（駅周辺整備事務所）

7,839 7,839

余戸谷町住宅の土地購入費
（H15 ～　H24の10年間の支払）
総額　88,400,000円

市町村合併に伴う公営住宅ストック総合活用計画の策定
（対象）住宅に困窮する低所得者
今後の住宅に関する維持管理の方向付け

倉吉駅周辺は、中部地区の玄関口であり各種公共交通機関の結節点としてその重要性はますます増
大しているが、駅南北地区の分断や交通基盤・住宅環境等の周辺整備が立ち遅れており早急な改善
が望まれているため。

事業により狭小住宅、狭小街路の改善、消防活動の円滑化、災害時の避難路、避難場所の確保、雨
水幹線の付け替え等が実施され適当な土地利用計画のもと、良質な市街地が創出される。

倉吉駅前の土地区画整理事業実施に伴う従前居住者（住宅困窮者）に対する受け皿としての公共建
設型住宅の建設
RC５階建・１８戸
円滑かつ早期事業完成に寄与

関金町が年次的に進めている公営住宅整備（最終年度）
木造２階建　４戸
定住化を促進し、地域活性化及び地域の存続

小計

上井羽合線沿道土
地区画整理事業特
別会計繰出金

倉吉駅周辺まちづ
くり整備事業

公営住宅ストック総
合活用計画策定事
業

余戸谷町住宅整備
事業

上井再開発住宅建
設事業

公営住宅整備事業
（マロニエ団地）
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

事　業　名

担当課要求額

（駅周辺整備事務所）

147,739 0 0 0 147,739

（一般会計）

26,697,970 3,783,436 897,000 4,325,372 17,692,162

小計

合　計

8 ページ


	一般会計査定

